
手
加
減
は
ど
う
て
も
な
る
が
、
後
者
は
仲

々
そ
う
は
行
か
ぬ
。
雜

誌
の
口

繪
な
ど
は
多
く
後
者

の
仕
方
に
屬
す

る
で
あ
ら
う
が
、
後
者
は
機
械
的
丈

け
に
精
神

も

こ
も
ら
な

い
の
で
あ
る
、
然
ら
ば
前
者

の
仕
方
に
す

べ
し
と

云

へ
ば
大
切
な
時
間
に
大
な
る
相
違

が
あ
る
か
ら
そ
れ
は
出
來
ぬ

の
で
あ

る
。

大
略
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
何
は
と
も
あ
れ
之
に
依

つ
て
こ
れ
を
見
れ
ば

藝
術
上
の
作
品
を
そ
の
ま
ゝ
社
會

に
紹
介
す
る
爲
め
印
刷

に
附
す

べ
く
、

製
版
す
る
人
、
印
刷
す
る
方
は
常

に
人
格

の
高
上
を
計
り
、
技
術

の
研
究

と
云
ふ
點
に
大
に
重
き
を
お
く

べ
き
で
あ
る
が
、
個
人

と
し
て

の
人
は
別

と
し
て
、

一
大
工
場

に
な
ど
に
作
業
し
つ
、
あ
る
人

々
に
於

て
は
、
そ
の

會
社
が
全
々
營
利
的
に
し

て
、
研
究
室
な
ど
の
設
け
な
き
時
は
又
困
る
の

で
あ
る
。
現
今
は
實
に
こ
の
研
究
室
な
ど
の
何
處

の
工
場
に
も
置
か
ね
ば

な
ら

ぬ
話
で
あ
ら
う
。

以
上
に
依

つ
て
見
れ
ば
未
だ
未
だ

前
途
は
近
く
な
く
、
故
先
生
や
丸
山
氏

の
申
さ
れ
た
言
の
如
く
、
滿

足
な
プ
リ

ン
ト
を
得

る
に
至
る
に
は
即
ち
み

づ
ゑ
の
巻
頭
に
三
色
版

の
變
り
に
石
版
刷
を
以
て
す
る
時
は
決
し
て
近
く

は
な

い
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

彼
の
洋
畫

家

、
水
野
以
文
氏
、
池
田
永
治
氏
、
松
原

一
風
氏
、
鈴
木
錠
吉

氏
、
石
井
拍
亭
氏
、
磯
部
忠

一
氏
、
森
本
茂
雄
氏
、
織
田
東
禹

氏
、
藤
島

英
輔
氏
等
は
其
前
に
彫
刻
や
製
版
術
を
又
は
現
に
該
術
を
研
究

せ
ら
れ
て

居
る
方

々
で
あ
ら
う
。

私
は
昨
年
研
究
所

へ
行
く

こ
と
に
な

つ
て
か
ら
は
折
を
見
て
、
故
先
生
を

訪
問
し
、
親
し
く
製
版
上

の
御
意
見

も
く
わ
し
く
伺
ひ
、
尚
自
分

の
製
版

物

に
就

い
て
は
何
か
と
御
忠
告

も
し

て
戴

か
う

と
思

ふ
て
お

つ
た
が
、
豈

計

ら

ん
や
十
月

十
日
、
突
然
御
逝
去

な
さ
れ
た

の
で
自

分
も
あ

ヘ
な
く
雜

司
ヶ

谷

に
御
葬

送
す

べ
き

一
人

と
な

つ
た
悲

し
さ
、
誠

に
我
國
洋
畫

界

の

爲

め
、

印
刷
界

の
爲

め
に
千
歳

の
恨
事

と
云

は
れ

ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
で

今
は
只
故

先
生

は
多
方

面

に
力
を
盡

さ

れ
た
内
、

こ
の
石
版
印
刷

の
發

達

に
も
非
常

な
恩

人
で
あ

つ
た
、
と
云

ふ
こ
と
を
あ
ら

ゆ

る
世
人

に

云

つ
て
お
き

た

い
の
で

あ

る
。

　
　
　
　
感
じ
た
事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

石
川
縣
　
湯

淺

竹

次

郎

み
づ

ゑ
第

八
十
九
號

の
挿
畫

、
甲
州
御
嶽

の
奥
、
大

下
先
生

の
上
高
地

に

は

、
實
に

、
敬

服

の
外

が
無

い
、
勿
論
、
彼
ん

な
感

じ

の
處

は
、
多

少
旅

行
を
す

れ
ば

、
有

る
は
有

る
、
併

し
其
描
寫

と
な
る
と
、
中

々
至
難
で

あ

る
、
所

謂
、
何
で

も
無

い
樣
で

ソ
ウ

は
行

か
ぬ
。

僕

大

下
先
生

の
ス
ケ
ツ
チ
と
丸
山

先
生

の
ス
ケ
ツ
チ

二
枚
を

藏

し

て

居

る
、

之

れ
を
手
本

と
し

て
、
昨

日
は
東
、

今
日

は
西

と
各
處

は
寫

生
を
試

み
る
が
、
ま
だ
自
身

に
満
足

（
自
分
丈

け

の
）
が
出
來

な

い
。

箇
性

（
私

の
）
の
然

ら
し
む

る
處

と
、

こ
れ

よ
り
此
個
性

描
寫

に
據

り
勵

精

し
居

る
な
り
。

近
來

大
家
達

か
ら
水
彩
畫

の
指
針

た
る

べ
き
、
各

種
の
著
作
が

出
る
、
其

書

中

の
頭
目

に
は
、
先

づ
順
序
と

し
て
、

必
要
な

る
備

ふ

べ
き
繪

具

の
名

稱
が
、
列

記
し
て
あ

る
、

又
郊
外
寫

生

と
し

て
之

れ
な
ら
ば
と
、
參

考

に

携
帶

す

べ
き

必
須
色
彩

も
掲

げ

て
在

る
、
僕

も
、
種

々
風
景
畫

を
試
作

し



て
見

た
が
、
未
だ
、
首
肯
し
難

い
、
只
僕

一
個
の
意
見
と

し
て
、
比
較
的

之
れ
な
ら
ば
、
大
抵
其
感
じ
を
出
す
に
適
切
と
愚
考
す
る
者
を
、
左
に
摘

記
す
る
、
諸
君
も
御
研
究

の
結
果
は
、
本
誌
上
、
御
發

表
を
賜

へ
。　

ク
リ
ム
ソ

ン
レ
ー
キ

パ
ー
マ
ネ

ン
ト
、
バ
ー
ミ

リ
オ

ン
、
レ
モ
ン
ヱ
ロ
ー

ネ
ー

プ

ル
ス
ヱ
ロ
ー
カ
ド
ミ
ユ
ム
ヱ
ロ
ー
チ
ャ
イ
ニ

ス
グ
リ
ー

ン
、
コ
バ

ル
ト
、
オ
ル
ト
ラ

マ
リ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
プ
リ
ユ
、

バ
ー
ン
ト
シ

ヱ

ン
ナ
、

ラ
イ
ト

レ
ッ
ド
、
ホ
ワ
イ
ト
、

バ

ン
タ
イ
キ
ブ
ラ
ウ
ン
、　
　
　

右

の
拾
三
種
と
す
、
紅
色
と

し
て
は
、
此
外
りに
、
カ
ー

マ
イ
ン

や
、
ピ
ン

ク
マ
ツ
ダ
ー

が
有
る
が
、
前
記

の
二
色
で
も
充
分
と
思

ふ
。

　黄
色

の
裡
で
も
、
普
通
、
ガ
ム
ポ
ー
ジ

、
イ
ヱ
ル

ロ
オ
ー
ク
ル
、
ク
ロ
ー

ム
ヱ
ル
ロ
、

な
ど
あ
る
が
、
ガ
ム
ボ
ー
ジ
は
僕

に
は
何
だ
か
日
本
畫

的
の

色
彩
を
出
す
樣
で
嫌

ひ
、
又
イ

ヱ
ル
ロ

オ
ー
ク
ム
は
ネ
ー

プ
ル
ス
と
カ
ド

ミ
ユ
ム
及
び
ホ
ワ
イ
ト
等

の
混
合
で
も
出
來
樣

。　

　

　

緑

に
フ
ー
カ
ー

ス
グ
リ
ン
、
ヱ
メ
ラ
ー
ド
グ
リ
ー

ン
が
有
ゐ
が
變
色

の
爲

め避
け
た

、
ヱ

メ
ラ
ー
ド
は
、
花
々
敷

色
だ
、
が
仕
方
が
無

い
。

藍
色
に
は

コ
バ
ル
ト
、
も
よ
い
樣
な
者
の

、
流
石
ミ
ネ

ラ
ル
ブ
ル
ー

も
捨

て
難

い
。

　
　

　
　

　

バ
ン
ダ
イ
キ
ブ
ラ
ウ
ン
も
支

那
人
的

の
色
彩
で
、
他
の

水
彩
畫

的
色
彩
と

平
衡
が
外
れ
る
樣
に
感
ず
る
が
、
僕
に
は
今
の
處
、
缺
か
れ
ぬ
。

ニ
ユ

ト
ラ
ル
チ

ン
ト
は
郊
外
で
は
、
先
づ
必
要
、
僅
微
と
思
ふ
か
ら
除
外

し
た
。總

じ
て
僕

は
永
久
、

パ
ー
マ
ネ
ン
ト

、
と
云

ふ
事
を
好

む
か
ら
、
先
輩
大

家

か
ら
變
色
し
易
ひ
と
聽

い
て
は
、

一
刻
も
、
使
用
す

る
の
は
好
ま
ぬ
、

ド

シ
ド
シ
止
し
て
し
ま
ふ
、
前
記

の
拾
三
種

も
、
此
較
的
變

化
せ
ぬ
の
を

主
眼
と
し
た
。
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

嘗
て
專
門
の
各
雜
誌

や
、
本
誌
に
も
、
チ

ユ
ー
ブ
入
り
、
同

じ
色
で
も
其

製
造
社
に
據
り

、
發
色
が
異

ふ
と
あ
つ
た
が
、
僕
も
、
實
地
仕
用
し
て
、

其
眞
な

る
を
痛
切
に
、
知
得
し
た
、
其
色
は
ク
リ
ム
ソ

ン
レ
ー
キ
と
、
ピ

ン
ク

マ
ツ
ダ
ー

と
、
カ
ド
ミ
ユ

ム
の
三
種
だ
、（
此
以
外
に
も
有
ら
う
が
）

最
初
六
銭

の
チ

ユ
ー
ブ
入
り
で
、
ピ
ン
ク

マ
ツ
ダ
ー

は
白
堊

に
僅
斗
り
紅

色
あ
き
た
色
、

カ
ド
ミ
ユ
ー
ム
は
ヱ
ル
ロ
オ
ー

ク
ル
と
、
イ

ン
デ
ヤ
レ
ヱ

ル
ロ
と
交
ぜ
た
如
き

も
の
だ
つ
た
、
處

が
其
後
生
粹

の
ニ
ユ
ー
ト

ン
や
、

佛

の
ル
フ
ラ

ン
を
使

つ
て
見
る
と

、
可驚
、

相
異
と
其
發
色
の
鮮
麗

に
驚

嘆
し
た

。

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

或
人
は
寫
生

に
ホ
ワ
イ
ト
を
使
は
ぬ
と
云
ふ
、
或
人
は
使
ふ
と
云

ふ
、
其

佳
、
、不
可
は
僕
は
之
れ
を
云
々
せ
ぬ
が
恐
ら
く
ホ
ワ
イ
ト
を

用
ひ
ず
し
て

は
、
到
底
、
忠
實
な
る
空
氣
や
、
遠
近

の
稱
明
は
出
來
ま

い
と
考
ふ
。

　
　

殺
風
景
に
非
ざ
る
東
京
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

愛
讀

生

自
分

は
★

々
學
者
先
生

の
言
葉
の
内
に

わ
け
も
無
く
東
京
は
殺
風
景
だ
、

醜
だ
、
と
云
つ
た
樣
な
文
句

を
見
聞
し
て
い

つ
も
其

の
無
趣
味
な
事
を
憐

れ
に
思

ふ
の
で
あ
る
が
、
し
か

も
此
の
言
が
美
的
趣
味
の

標
榜
者

た
る
美

術
家

の
口
に
聞
か
う
と
は

、
誠
に
け

し
か
ら
ぬ
事
だ
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

或
る
夜

の
す
さ
び

に
自
分
は
本
箱

か
ら
古
い

美
術
雜

誌
を
取
り
出
し
て
讀

む
で

ゐ
た
、
其
の
中
忙
或
美
術
家
が
斯
云

つ
て
ゐ

る
、
即

ち
田
舎
の

嗜
好


